
 

 

高松市農業振興計画の概要（令和６～１３年度） 

Ｔｏｐｉｃ① 

少子高齢化の進行に伴う 

農業を担う者の不足 

Ｔｏｐｉｃ② 

情報通信技術の進展や 

これを支える通信インフラの整備 

Ｔｏｐｉｃ③ 

「みどりの食料システム法」の施行と

環境に配慮した農業への関心の高まり 

Ｔｏｐｉｃ④ 

農業の国内市場の変化及び 

国際市場への対応 

Ｔｏｐｉｃ⑤ 

食料安全保障に対する食料自給率 

向上・地産地消への関心の高まり 

「創造性豊かで持続可能な農業」 

 

○担い手農業者の確保・育成

○多様な農業人材の確保・育成

○農業者の経営安定の推進

○土地利用型作物の生産振興 ○「高松産ごじまん品」の推進

○園芸作物の生産振興 ○環境にやさしい農業の推進

○畜産物の生産振興 ○６次産業化の推進

○「高松盆栽」の振興

○地域計画の推進 ○ほ場整備等の推進

○優良農地の確保 ○ため池等水利施設整備の推進

○スマート農業の推進 ○防疫体制の推進

○都市と農村の交流促進 ○地産地消の推進

○多面的機能の維持・発揮の促進 ○鳥獣被害防止対策の推進

○農業における女性の活躍促進

 

 

 

 

 

【成果指標】 

施策 項目 
現状 

（令和４年） 

目標 

（令和９年） 

目標 

（令和１３年） 

１ 担い手農業者

の確保・育成 

認定新規就農者数 
８４経営体 

（延べ） 

１２０経営体 

（延べ） 

１５０経営体 

（延べ） 

認定農業者数 ３２６経営体 ３３５経営体 ３５０経営体 

２ 多様な農業人

材の確保・育成 

地域計画の参画者数 

（主要な担い手を除く数 注１） 
３７経営体 ７０経営体 １００経営体 

３ 農業者の経営

安定の推進 
収入保険加入者数 ２４０件 ３９０件 ４６５件 

（注１）本市が策定する地域計画において、主要な担い手経営体（認定農業者・認定

新規就農者・集落営農法人）を除く参画者数を対象とします。 

Ⅰ 人づくり（農業を担う者の確保・育成） 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【成果指標】 

項目 
現状 

（令和３年） 

目標 

（令和９年） 

目標 

（令和１３年） 

市内農業産出額 

（注１） 
１１７億円 １２６億円 １３２億円 

 

施策 項目 
現状 

（令和４年） 

目標 

（令和９年） 

目標 

（令和１３年） 

１ 土地利用型作

物の生産振興 
麦作付面積 ７２９ha ７８０ha ８３０ha 

２ 園芸作物の生

産振興 

市内販売金額 

（野菜・果樹） 
２１億円 ２２億円 ２３億円 

３ 畜産物の生産

振興 

飼料作物の 

作付面積 
１,０８１ha １,１９０ha １,３００ha 

１戸当たりの 

乳用牛飼養頭数 
１２３頭 １３０頭 １３６頭 

１戸当たりの 

肉用牛飼養頭数 
１５９頭 １６７頭 １７５頭 

４ 「高松盆栽」

の振興 

「高松盆栽の郷」

売上金額 
４,１９２万円 ８,０００万円 １０,０００万円 

５ 「高松産ごじ

まん品」の推進 

「高松産ごじまん

品」ホームページ

閲覧数 

３４，５３１件 ３８，０００件 ４１，０００件 

６ 環境にやさし

い農業の推進 

環境にやさしい 

農業の取組面積 

（注２） 

６.８ha ９.０ha １０.５ha 

（注１）市内農業産出額の現状は、農林水産省が公表する令和３年の実績値であり、

数値管理については毎年１年遅れとなります。 

（注２）市内における環境保全型農業直接支払交付金の対象取組面積とします。 

Ⅱ ものづくり（生産振興と販売促進） 

     

  

 

 

 

 

 

 

 

【成果指標】 

 

施策 項目 
現状 

（令和４年） 

目標 

（令和９年） 

目標 

（令和１３年） 

１ 地域計画の推

進 

地域計画の参画者数 

（全参画者数 注

１） 

２５９経営体 ３１０経営体 ３６０経営体 

２ 優良農地の確

保 

担い手への 

農地集積率 
２９.５％ ３５.０％ ４０.０％ 

３ スマート農業

の推進 

スマート農業導入 

経営体数 

（注２） 

２１経営体 

（延べ） 

４１経営体 

（延べ） 

５７経営体 

（延べ） 

（注１）本市が策定する地域計画において、主要な担い手経営体（認定農業者・認定

新規就農者・集落営農法人）も含む全参画者数を対象とします。 

（注２）スマート農業導入経営体数とは、本市が取り組む事業及び普及活動によるも

のを示します。 

Ⅲ 基盤づくり（生産基盤の整備） 

     

  
 

 

 

 

 

 

 

【成果指標】 

 

施策 項目 
現状 

（令和４年） 

目標 

（令和９年） 

目標 

（令和１３年） 

１ 都市と農村の

交流促進 

グリーン・ツーリ

ズム年間入込客数 
１６.１万人 １７.０万人 １７.５万人 

２ 多面的機能の

発揮の維持・促

進 

多面的機能の維

持・発揮活動を行

う取組面積 

（注１） 

２,４３４ha ２,５３５ha ２,５５５ha 

中山間地域の維

持・発揮活動を行

う取組面積 

（注２） 

２７８ha ３００ha ３２０ha 

３ 農業における

女性の活躍促進 

農業士及び青年農

業士における女性

人数 

３人 ４人 ５人 

４ 地産地消の推

進 

学校給食における

地場産物の利用の

割合 

（注３） 

４４.２％ ４８.２％ ５２.２％ 

５ 鳥獣被害防止

対策の推進 

鳥獣による被害金

額 

（注４） 

２,０５１万円 １,９６５万円 １,８６６万円 

（注１）本市における多面的機能支払交付金の対象取組面積とします。 

（注２）本市における中山間地域等直接支払交付金の対象取組面積とします。 

（注３）市産を含む県産の使用割合かつ金額ベースの割合を適用します。 

（注４）イノシシ・アライグマ・サル・カラスによる被害金額の積算とします。 

Ⅳ 地域づくり（農村地域の振興） 

     

 

本市農業の現状と課題 

本市の農業振興については、市街地近郊の都市化・混住化の進行、また、経営の零細性や兼業化を背

景に、農家数の減少や農業従事者の高齢化、遊休農地の増加等の課題に対し、認定農業者や認定新規

就農者を主とした担い手の確保・育成や生産基盤の整備など、持続可能な農業を目指して、各種施策

に取り組んでいるところです。 

また、温暖な気候を利用し、稲作を基幹として、麦や野菜、果樹などを組み合わせた複合経営や施設

園芸等の集約型農業、畜産経営が展開され、農産物の産地育成や販売促進に努めています。 

農業振興の基本方針 

主となる担い手農業者の確保・育成とともに、農業生産活動を下支えする多様な農業人

材の確保・育成を推進し、次世代へ繋げるための安定的かつ持続的な農業経営を推進しま

す。 

高松の伝統的特産品である「高松盆栽」の振興や「高松産ごじまん品」の育成を推進す

るとともに、県オリジナル品種等の農産物の産地育成や販売促進に取り組みます。 

地域における農地の効率的かつ総合的な利用を図るため、「地域計画」の推進に取り組

むとともに、遊休農地の解消やスマート農業の導入推進、ほ場整備等の農業生産基盤の整

備を推進します。 

農村地域の振興のため、都市と農村の交流や女性の活躍の場を促進するとともに、地域

の食を支える観点から、食育・地産地消を推進します。 

また、農村地域の保全・管理として、多面的機能の維持・発揮や鳥獣被害防止対策を推

進します。 

 

１ 人づくり  （農業を担う者の確保・育成） 

農業を取り巻く状況の変化 

２ ものづくり（生産振興と販売促進） 

３ 基盤づくり（生産基盤の整備） 

４ 地域づくり（農村地域の振興） 

施策体系の展開 

→農業を担う者の確保・育成の必要性 

→デジタル技術を活用した農業の取組 →持続性の高い農業の取組 

→新たな市場、輸出等の拡大 →農業が持つ地域の食を支える役割 

 

項目 状況の変化（低下傾向） 項目 状況の変化（向上傾向）

農家数 8,682戸(H27) ⇒ 7,095戸(R2) 認定農業者数 305経営体(H27) ⇒ 326経営体(R4)

基幹的農業従事者
65歳未満の割合

22.0%(H27) ⇒ 16.9%(R2) 農業産出額 108億円(H28) ⇒ 117億円(R3)

遊休農地面積 574.0ha(H28) ⇒ 645.2ha(R4)
担い手への
農地集積率

20.6%  (H28) ⇒ 29.5%(R4)

 

 
 

 

  

 


